
 

   

  

 

 

 

 

 

 相高祭では、文化部のみなさんが活躍する場面もたくさんありました。今回は文化部の紹介も兼ねて、相高祭

での様子、普段の取り組みなどを聞いてみました。 

 

吹奏楽部 4組 女子 

 

 私は、演奏を聴いてくれる人に「聴いてよかったな」と思ってもらえるよ

うな演奏ができるよう、日々練習してきました。どんな演奏をすれば、楽し

んでもらえるのだろうと悩んだ時は、先輩や仲間が一緒に考えてくれたので、

仲間の大切さも感じることができた時間でした。本番では、会場全体で盛り

上がってくれ、とてもうれしかったです。観客の笑顔を観ることができ、私

の目標であった「喜んでもらえる演奏」が達成できたと思います。2 日間と

ても忙しかったですが、楽しくて、最高の思い出になりました。演奏を聴い

てくれたみなさん、ありがとうございました！！ 

 

 

情報メディア部コンピューター班 5組 男子 

 

 相高祭の展示品として、1年生は「ウェブサイト作り」を担当しました。「HTML」

や「CSS」という、初めて聞く言葉に、不安を感じ、わからないことばかりでした

が、本やネットで勉強しながら、最後までやり遂げることができました。自分で調

べたり、周りに聞いたりしながら、試行錯誤し、作り上げていくことは、大変でし

たが、おもしろくて、とても楽しかったです。 

 

 

情報メディア部写真班 3組 女子 

 

私たち写真部は、相高祭に向けて、フォトスポットの制作をおこないました。はじめは、

完成させられるか不安もありましたが、放課後にコツコツと作り続け、無事に完成させるこ

とができました。当日は予想を上回るたくさんの人たちが、写真を撮りにきてくださり、達

成感とうれしさで、胸がいっぱいになりました。来年もたくさんの人の思い出になるような

ものを作りたいと思いました。 

 

 

弦楽部クラシックギター班 1組 女子 

 

 一年生は、一曲だけの披露でしたが、練習ではとても苦労しました。クラ

スとの両立も難しかったですが、時間を見つけて練習に行くと、先輩が丁寧

に教えてくださいました。細かい「ズレ」をみんなで調整するのが、難しか

ったです。本番は、今までに感じたことのないくらいの緊張感でした。練習

期間が短く、不安も多かったですが、満足する演奏を先輩たちとできてうれ

しかったです。何曲も披露した先輩方はとても素敵でした。先輩方のように

頑張っていきます！！ 
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弦楽部箏曲班 1組 女子 

 

 4 月に入部してから、ずっと相高祭のために練習をしてきました。部員全員で合

わせて弾くのは、とても難しい上に、クラスの準備、学級閉鎖、体調不良者なども

重なり、全員での練習がほとんどできず、本番を迎えました。本番では、部員も 1

パートの人数も少ない状況だったので、自分ひとりの音の責任が大きかったし、浴

衣で弾くのは、不安で、緊張もしたけれど、とても良い演奏ができたのでとてもう

れしかったです。演奏を聴いて下さった皆さん、ありがとうございました。 

 

アート部美術班 2組 女子 

 

 美術部では、ステージに吊り下げる「相高祭」のデザインを部員全員で制作し

ました。1 年生は、色塗りを担当しました。塗っているときは、完成があまりイ

メージできませんでしたが、最後まで塗り終え、完成した時の迫力はもの凄く、

先輩方の制作力、想像力に感動しました。美術室での展示準備では、どうすれば

絵のすばらしさが伝わるか、見てくれた人が美術の楽しさを持ってかえってもら

えるかという思いで、飾りつけなどをおこないました。来年の相高祭もよりよく

活動したいと思います。 

 

自然科学部 4組 男子 

  

 今回の相高祭では、自分は最初、何をすればよいかわかりませんでした。しかし、先輩

たちに何をするのか、昨年までどのような活動をしていたのかを聞き、今年度の方向性を

部員で考えていきました。人数は少ないですが、その分、皆が意見を出し合い、深めてい

くことができたので、互いの距離も近くなっていきました。そして信頼しあえる仲間にな

っていきました。本番ではトラブルもあまりなく、順調に進み、大成功に終えることがで

きました。これからの活動、来年の相高祭も頑張ろうと思いました。 

 

茶華道部茶道班 4組 男子 

 

 茶道班では、相高祭に向けて、お運びの練習をしました。お運びでは、入退室

時にどちらの足から踏み出せばよいのかということと、お茶とお菓子を出すとき

と、下げるときの手順について学びました。お運びは何回練習しても自信が持て

ず、始まる直前まで先輩や友達に確認しました。本番では、大きな失敗もせず、

お運びすることができました。しかし、仲のいい友人に、お運びをするときに、

笑ってしまいそうになり、ここは反省点でした。来年は、どんなお客様にも完璧

なおもてなしをしたいと思います。 

 

放送部 5組 男子 

 

 まず感じたのは、圧倒的なまでのやりがいでした。放送部は縁の下の力持

ちという立場であるため、表舞台で目に見える大活躍ということにはなりま

せん。ですが、主な仕事である、電子機器の配線から使用までという、言わ

れなければ気付かない、あって当然ですが、無くては困るという当たり前の

仕事でした。例えば、2年生の演劇ではピンマイク 4本、集音マイク、それ

らの音声を聞きやすい大きさに設定しながら進めていくのは、人の声の大き

さが違うのですべて微調整が必要で難しかったですが、相高祭が終わってか

ら、それはやりがいとなって自分に返ってきました。とても達成感のある相

高祭でした。 

 

【編集者の独り言のコーナー】 

文化部のみなさん。よく頑張っていましたね～。部活動でのやりがいを感じる、仲間との絆が深まる、そんな活動をこれからも続けてくださいね♪  


